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　同社では、長期間使うためにファン本体の出張交換
サービス（有料）や、ユーザー向けに交換用フィルタ
ーのネット直販も行うなど、機器のメンテナンス性以
外にも長期間性能を維持しやすい仕組みを作ってい
る。それがメーカーとしての責任だと考えている。

第３回 換気性能維持に必須のフィルター掃除

　DIY文化が定着している欧米
と違い、日本の消費者はメンテ
ナンスフリーの機器を求める傾
向にある。住宅設備でも、レン
ジフードやエアコンのフィルタ
ーやファンなどは「10年清掃不
要」をうたい文句にしている商
品が売れる。

　換気システムはどうかというと、今のところそのよ
うな商品は存在せず、定期的なフィルターやファンな
どの清掃が必要だ。なぜならレンジフードやエアコン
と違って、換気システムは365日24時間運転して
いるため、汚れが早く溜まりやすいからだ。この汚れ
を放っておくと、性能低下による換気量不足を引き起
こす。このことをデータで具体的に検証した研究者が
高知工科大学の田島昌樹准教授だ。
　同氏によると、入居後１年半掃除していなかったダ
クトレス第３種換気の風量は約２分の１に低下。特に、
人がいることの多い主寝室とLDKは換気量の低下が
大きかった。一方、２年間掃除していなかったダクト
式第３種換気システムの風量低下は25％程度で、ダ
クトレスタイプより性能低下が小さかった。ファンの
力が強いためにそもそもゴミをためにくく、風量を維
持しやすいからだ。
　さらに、第１種熱交換換気を採用した実験住宅で約
１年間フィルターやファンの清掃をせずに風量を測定

　日本住環境が販売するダクト式第３種換気システム
「ルフロ400」は、昨年のモデルチェンジで、工具を
使わずにファン本体やフィルターを取り外して清掃で
きるようになった。また、メーカーが推奨するメンテ
ナンス頻度は年に１度。年末の大掃除と同じ感覚なの
でユーザーの負担感も小さい。
　さらに今年追加された「ルフロ400床置きタイプ」
は、メンテナンス性を特に追求したモデル。本体を床
下に収納することで、床に座って安全にファンの取り
外しなどのメンテナンスができる。

すると、新鮮空気の供給量が半分以下に減っていた。
フィルターが目詰まりを起こした結果、外気の導入が
不足し、居室に供給される空気のおよそ半分は新鮮
空気ではなく、室内空気の循環となっていた。これに
より、実質的な比消費電力は２倍に悪化。OA側の防
虫メッシュフィルターもかなり汚れていた。また、第
１種換気システムは、ファンが２つあるため、清掃の
手間も２倍になる。
　以上から、ダクト式第３種換気システムは他方式に
比べて初期の換気風量を維持しやすい換気システム
だと言える。その上でメンテナンスをあまりやりたが
らない日本のユーザーが容易に清掃できるよう、換気
システムの設計段階で給気口や排気口を清掃しやす
い場所に配置することが必要だ。ファン本体も掃除し
やすい場所に設置し、ファン本体がメンテナンスしや
すい構造になっていることも重要だ。

【PR企画】「住まいの品質を考える」

　これまで７月、９月と２回にわたって、省コスト、省施工で住まいの品質を向上させる換気シス
テムについて日本住環境の考え方と製品を紹介してきた。３回目の今回は、施工直後の換気風量を
維持するうえで欠かせない清掃の重要性について考えてみたい。
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